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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
日 時：10 月 28 日（土）14：00－16：30 
会 場：専修大学神田校舎 1号館 14 号教室 
テーマ：「安倍政権と集団的自衛権」 
報告者：筑紫建彦（けんぽう市民フォーラム事務局） 
    古川 純（所員、専修大学法学部教授） 
司 会：高田 健（けんぽう市民フォーラム事務局） 
 
















日 時：11 月 10 日（金）16：30～17：30 













－ 30 － 




    第二報告「住民参加型児童保護施設の活動」 
B. Sukh-ochir（モンゴル Save the children） 












いる。続いて、モンゴル Save the children の児童保護施設マネジャーを務めるスフオチ
ル氏から住民参加型児童保護施設の実際が報告された。同氏が勤務する児童保護施設は、
イギリスの Save the children がモンゴル政府と協力関係を締結し行っているものである。
この施設の特徴は要支援児童を収容するのではなく、地域と連携しながら家庭に復帰させ
ることを目的としているという点で、先進的な取り組みを行っている。 
 当日は学内外から教員、研究者、院生・学生など多くの参会者があったが、両氏の報告
は参加者の予想を超える内容に満ちており、報告後熱心な質疑応答が相次いだ。 
記：専修大学文学部・嶋根克己 
